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９．会議の概要

議 長 た だ今か ら平成２ ７年第 １回仙北市農業委員会総会を 開会いたします。

議 長 改 めまた して新年 おめで とうございます。昨年は米価 の下落等があり、

支払い 関係も 四苦八 苦してい ると聞 いてお ります 。今年 も米の値 段がどう

なるか 分から ない状 況で今年 も始ま る訳で すが、 農業問 題は大き な転換期

を迎え ており ますの で私たち もより 一層勉 強しな がらこ の１年間 を過ごし

たいたいと思いますのでよろしくお願いします。

議 長 それで は、本 日の総 会への出席委員 は２７名。欠席委員はありません。

よって、本総会は定足数に達しております。

議 長 次に、 議事録 署名員 並びに会議書記 の指名をこちらからしてよろしいで

しょうか。

『異議なし』の声

議 長 それでは議事録署名員に１番髙橋委員、２番藤村委員両名を指名します。

会議書記には門脇補佐を指名します。

議 長 本日の 会議の 日程に つきましては、 お手元に配布している議事日程に従

い進行いたします。ご異議ございませんか。

『異議なし』の声

議 長 異議なしと認めます。それでは日程４、会務諸報告をお願いします。

藤村局長 《会務諸報告、報告１の朗読及び説明》（９時３分）

議 長 ありが とうご ざいま した。各推薦委 員からの報告は議事終了後にお受け

した いと思 っております。それでは日 程５、報告に入りたいと思います。

事務局よりお願いします。

伊藤参 事 報 告１、 農地法 第３条 の３第１項の規 定による届出についてです。届出が

５ 件 あ り 、 受 理 し た 旨 を ご 報 告 し ま す 。 詳 細 に つ い て は 資 料 に 記 載 の と

おりでございます。以上です。

伊 藤 参 事 報 告 ２ 、 平 成 ２ ７ 年 度 歳 出 予 算 要 求 資 料 （ 総 括 ）。 農 業 委 員 会 費 委 員 報

酬 は 平 成 ２ ６ 年 度 と 変 わ り は あ り ま せ ん 。 職 員 給 与 費 は 約 ３ ０ ８ 万 円 の



減 額 、 一 般 農 業 委 員 会 総 務 費 は ３ ５ 万 円 の 減 額 、 秋 田 県 農 業 公 社 特 例 事

業 業 務 費 は ほ ぼ か わ り は あ り ま せ ん 。 農 業 年 金 業 務 費 は 11， 00 0円 の 増 、

機 構 集 積 支 援 事 業 費 は 約 ９ ７ 万 円 の 増 、 秋 田 県 農 業 会 議 負 担 金 は 変 わ り

は あ り ま せ ん 、 県 南 地 区 農 業 委 員 会 会 長 負 担 金 は 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 市 町

村 一 律 負 担 と な り 17， 00 0円 の 増 で す 、 秋 田 県 都 市 農 業 委 員 会 負 担 金 は 変

わりはありません。以上です。

議 長 報 告が終 わりまし た。そ れでは議事に入ります。議案 第１号、農地法第

３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を 上 程 し ま す 。 説

明をお願いします。

門脇 補佐 議案 第１号 。農地法 第３条 の規定による許可申請に対す る可否決定につい

て 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審 議

の う え 許 可 の 可 否 を 求 め る 。 平 成 ２ ７ 年 １ 月 ８ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員

会会長羽川正幸。

門脇 補佐 内容 につい て説明し ます。 整理番号１番。農地の所在が 田沢湖生保内地区

の 計 ６ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が １ １ ， ７ ４ １ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 の

案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 同

じ く 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 、 譲 渡 人 は 後 継 者 へ 一 括

贈 与 に よ る も の で 譲 受 人 は 受 贈 で す 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ３ 人 中 ２ 人

が 農 作 業 従 事 と な っ て お り ま す 。 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 小

渕 野 地 区 の 計 １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ８ ５ ９ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転

の 案 件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 西 木 町 小 渕 野 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は

同 じ く 西 木 町 小 渕 野 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 、 譲 渡 人 は 合 作 地 の 相

手 方 へ 贈 与 に よ る も の で 譲 受 人 は 受 贈 で す 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ３ 人

中 ２ 人 が 農 作 業 従 事 と な っ て お り ま す 。 続 い て 整 理 番 号 ３ 番 。 農 地 の 所

在 が 田 沢 湖 岡 崎 ・ 梅 沢 地 区 の 計 ６ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ５ ，

１ ２ ４ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は 田 沢 湖 梅 沢 地

区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 同 じ く 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は

貸 付 人 は 高 齢 化 に よ る 経 営 縮 小 に よ る も の で 借 受 人 は 経 営 規 模 の 拡 大 で

ご ざ い ま す 。 1反 歩 ○ ○ 円 、 年 額 ○ ○ 円 で 期 間 が １ ０ 年 で す 。 続 い て 整 理

番号 ４番。 農地の所在が角館町川原地 区の計１４筆。登記簿現況共に田。

面 積 が 計 ９ ， ３ １ ２ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は

角館 町川原 地区の○○さん。借受人は 同じく角館町川原地区の○○さん。

申 請 事 由 は 貸 付 人 は 経 営 縮 小 に よ る も の で 借 受 人 は 経 営 規 模 の 拡 大 で ご

ざ い ま す 。 1反 歩 ○ ○ 円 、 年 額 ○ ○ 円 で 期 間 が １ ０ 年 で す 。 続 い て 整 理 番

号 ５ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 西 長 野 地 区 の 田 ３ 筆 、 畑 １ 筆 の 計 ４ 筆 。。 面

積 が 計 ５ ， １ ６ ２ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は 角

館 町 西 長 野 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 同 じ く 角 館 町 西 長 野 地 区 の ○ ○ さ

ん 。 申 請 事 由 は 貸 付 人 は 相 手 方 の 要 望 に よ る も の で 借 受 人 は 経 営 規 模 の

拡 大 で ご ざ い ま す 。 1反 歩 ○ ○ 円 、 年 額 ○ ○ 円 で 期 間 が １ ０ 年 で す 。 続 い

て 整 理 番 号 ６ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 西 荒 井 地 区 の 計 ２ ６ 筆 。 登 記 簿 現

況 共 に 田 。 面 積 が 計 ２ ２ ， ４ ０ １ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新 規 の 案 件 で ご ざ い ま

す 。 貸 付 人 は 西 木 町 西 荒 井 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 同 じ く 田 沢 湖 角 館

東 前 郷 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 貸 付 人 は 高 齢 化 に よ る 経 営 縮 小 に よ

る も の で 借 受 人 は 経 営 規 模 の 拡 大 で ご ざ い ま す 。 1反 歩 ○ ○ 円 、 年 額 ○ ○

円 で 期 間 が ３ 年 で す 。 続 い て 整 理 番 号 ７ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 小 松 地

区 の 計 ６ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ３ ， ０ ６ ９ ㎡ 。 ３ 条 賃 貸 借 新

規 の 案 件 で ご ざ い ま す 。 貸 付 人 は 田 沢 湖 角 館 東 前 郷 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借

受 人 は 同 じ く 田 沢 湖 角 館 東 前 郷 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 貸 付 人 は 相



手 方 の 要 望 に よ る も の で 借 受 人 は 経 営 規 模 の 拡 大 で ご ざ い ま す 。 1反 歩 ○

○円、年額○○円で期間が３年です。以上です。

議 長 説 明が終 わりまし た。現 地確認報告に入ります。整理 番号１番について

は７番千葉委員お願いします。

７番千葉 《整理番号１番について、農地法第３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 次に、整理番号２番については２番藤村委員よりお願いします。

２番藤村 《整理番号２番について、農地法第３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 次に、整理番号３番については１３番藤村委員よりお願いします。

13番 藤村 《整理番号３番について、農地法第３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 次に、整理番号４番については２４番糸井委員よりお願いします。

24番 糸井 《整理番号４番について、農地法第３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 次に、整理番号５番については１４番辻委員よりお願いします。

14番 辻 《整理番号５番について、農地法第３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 次に、整理番号６、７番については６番佐藤委員よりお願いします。

６番佐藤 《整理番号６、７番について、農地法第３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 現地確認報告が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。

『無し』の声あり

議 長 無 いよう ですので 、議案 第１号につきましては許可す ることにご異議ご

ざいませんか。

『異議無し』の声

議 長 異 議無し と認めま す。よ って、議案第１号については 許可することに決

定します。（９時２２分）

議 長 次 に、議 案第２号 、農用 地利用集積計画に対する意見 決定についてを上

程します。説明をお願いします。

髙橋主 事 議案第 ２号。 農業経 営基盤強化促進 法に基づく農業地利用集積計画に対

す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に 基 づ

き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り 諮 問

を 受 け た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ７ 年 １ 月 ８ 日 提

出。仙北市農業委員会会長、羽川正幸。

髙橋主 事 内容に ついて 説明し ます。整理番号 １番、農地の所在が田沢湖梅沢地区

の ６ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ５ ， ９ ４ ６ ㎡ 。 所 有 権 移 転 の 案 件 で

ご ざ い ま す 。 所 有 者 は 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 移 転 を 受 け る 方 は 同

じ く 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 が １

０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 。 資 金 は 自 己 資 金 で の 対 応 と な っ て お り

ま す 。 次 に 利 用 権 設 定 の 案 件 に つ い て で す 。 整 理 番 号 ２ 番 、 農 地 の 所 在

が 田 沢 湖 神 代 地 区 の ２ 筆 。 地 目 が 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ５ ， ８ １

８ ㎡ 。 利 用 権 を 設 定 す る の は 田 沢 湖 神 代 地 区 の ○ ○ さ ん 。 受 け る の は 田

沢 湖 神 代 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 期 間 が １ ０ 年 間 。 続

い て 整 理 番 号 ３ 番 、 農 地 の 所 在 が 角 館 町 薗 田 地 区 の ４ 筆 。 地 目 が 登 記 簿

現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ４ ， ２ ２ ８ ㎡ 。 利 用 権 を 設 定 す る の は 角 館 町 薗 田

地 区 の ○ ○ さ ん 。 受 け る の は 角 館 町 薗 田 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 水

田 と し て 。 期 間 が １ ０ 年 間 。 続 き ま し て 整 理 番 号 ４ 番 か ら １ ０ 番 ま で は

再 設 定 の 案 件 と な っ て お り ま す 。 利 用 調 整 会 議 で も 問 題 な い と 判 断 さ れ

た も の で す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い た だ き ま す 。 最 後 に 農 地 中 間 管 理 事

業 の 案 件 で す 。 こ ち ら は 担 当 が 仙 北 市 地 域 農 業 再 生 協 議 会 で す が 内 容 に

つ い て 農 業 委 員 会 事 務 局 よ り 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。 農 地 中 間 管 理 事

業 へ 利 用 権 の 設 定 す る 方 が ４ ７ 名 お り ま し て 全 て 期 間 が １ ０ 年 ２ ヶ 月 と

な り ま す 。 県 公 告 日 （ ２ 月 ２ ７ 日 ） に 農 地 中 間 管 理 事 業 か ら 利 用 権 を 設



定 受 け る 方 へ 転 貸 す る こ と に な り ま す 。 詳 細 に つ い て は 議 案 書 の 記 載 の

とおりでございます。以上です。

議 長 説明が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。

『無し』の声あり

議 長 無 いよう ですので 、議案 第２号については、このとお り策定することに

ご異議ございませんか。

４番佐藤 議長。

議 長 どうぞ。

４番 佐藤 転 借人についての情報 が少ないのですがもっと詳しく 記載してほしい。

髙橋 主事 要 項には 農業委員 会総会 に挙げるものとして「出し手 」から農地中間管

理 機構へ 出すもののみと なっており、農地中間管理時機 構から「受け手」

の 案 件 は 仙 北 市 地 域 農 業 再 生 協 議 会 で 配 分 計 画 書 を 作 成 し 県 へ 提 出 し 、

県 の 方 で 審 査 さ れ る と い う こ と に な り ま す 。 し た が っ て 大 仙 市 、 美 郷 町

の 農 業 委 員 会 で も 「 受 け 手 」 の 情 報 は 総 会 資 料 に は 載 せ て お り ま せ ん が

仙 北 市 で は 分 か り や す い よ う に 「 受 け 手 」 の 方 の 名 前 を 備 考 欄 に 記 載 し

て お り ま す 。 そ れ 以 上 の 情 報 を 載 せ る こ と に つ き ま し て は ご 了 承 お 願 い

いたします。

議 長 他にございませんか。

『無し』の声

議 長 異 議無し と認めま す。よ って、議案第２号については 適正であると認め

ることに決定します。 （１０時３分）

議 長 予 定され ていた議 案が終 了しました。次に、各推薦委 員からの報告等ご

ざいましたらお願いします。農協推薦委員からありますか。

18番 草 彅 昨年 度の理事会でご 提案されていたのですが購買を 再度延長できない

か と い う こ と で し た が 今 年 か ら 予 約 し た も の は １ ２ 月 ま で 延 長 で き る こ

とになりましたのでご報告いたします。

《議会と共済、土地改良区の推薦委員からの報告無し》

議 長 それでは協議に移ります。事務局よりお願いします。

伊藤参 事 協議 事項で すが仙 北市農業委員会 委員担当地区（案）として事務局の

方で作成致しましたのでご確認お願いします。

議 長 区割り につい てはこ ちらで決定でよ ろしいですね。皆様よろしくお願い

します。

（閉 会）

議 長 以上を もちま して平 成２７年第１回 仙北市農業委員会総会を閉会いたし

ます。お疲れ様でした。（１０時１０分）

上記のとおり会議の顛末を記載し、相違ないことを認め署名する。

平成２７年 月 日

議 長

署 名 員 １番

署 名 員 ２番


